


愈とき，原始林のこと督善いた「ほんとうにあった  

ぅ，本の中で，すばらしい絵を見たことがありま  

は，一びきのけものを，のみこもうとしている・  

の絵でした。これが，その絵のうつしです。  

紅払「サワバミというもの臥そのえじ聾をか  

まるごと，ペロリとのみこむ。すると，もう動は  

て．半年のか1だ，ねむっているが・そのあいだ  

●●●●●●● こんだみもぁが，腹のなかでこなれるのである」  

ありました。  
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ぽくは，それを読んで，ジャングルのなかでは，いった  

い，どんなことがおこるのだろうと，いろいろ考えてみま  

した。そして，そのあげく，こんどは，色エンピツで，ぽ  

くのはじめての絵を，しゅびよくかきあげました。ぼくの  

絵の第一号です。それは，前のページのようなのでした。   

ぽくは，鼻たかだかと，その絵をおとなの人たちに見せ  

て，くこれ，こわくない？〉 とききました。   

すると，おとなの人たちはくぼうしが，なんでこわいも  

のか〉 といいました。  

■●  ぽくのかいたのは，ぽうしではありません。ゾウをこな  

しているウワバミの絵でした。おとなの人たちに，そうい  

われて，こんどは・，これなら，なるほどとわかってくれる  
●●●  

だろう，と思って，ウワバミのなかみをかいてみました。  

おとなの人ってものは，よくわけを話してやらないと，わ  

からないのです。ぼくの第二号の絵は，下のようなのでし  

た。  

すると，おとなの人たちは，外がわをかこうと，内がわ∃  

をかこうと，ウワバミの絵なんかはやめにして，地理と歴；  
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と文法に糟をだしなさい，といいました¢ぽくが，  

きに，絵かきになることを思いきったのは，そう  

からでした。はんとに，すばらしい仕事ですけれ  

も，ふつつりとやめにしました。第一号の絵も，  

凱 うまくゆかなかったので，ぽくは，がっか  

です。おとなの人たちときたら，じぶんたちだ抒  

に一つわからないのです。しじ愉う，これはこう  

しなければならないようだと，チビもは．くたび  

うんですがね。  

ぽく練，しかたなしに，ぺつに戦をえらんで，  

をおぼえましたQそして，世界じ砂うを，た  

どこも飛びあるきました。なるほど，地理駄た  

くの役にたちました。ぽくは，ひと日で，中国と  

州の見わけがつきました。度，どこを飛んでいる  

らなくなるときなんか，そういう蝕鍾は，たいへ  

なります。  

そんなことで，そうこうしているうらに，たく  

らい人たちと，あきるほど近づきになりました。  

ぷん，おとなたちのあいだで，暮らしました嘘個  

のようすを，すぐそばで見ょした。でも，ぽくの  

たいしてかわりませんでした。  

らものわかりのよきそうな人に出くわすと，ば・：  

も手もとに持っている第一一号の稔を，その人に見  
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